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平成26年度補正予算

3月定例会 　3月定例会は、平成27年3月5日に開会し、19日に閉
会しました。条例16件、補正予算6件、当初予算9件、
副町長を選任、教育長を任命するための同意案件を含
むその他11件を審議し、いずれも可決されました。

◆Q&A

（単位：千円）

　地方への経済好循環を促すため、国から「消費喚起型」と「生活支援型」の緊急支援金が交付され
ました。平成26年度一般会計補正予算（第7号）は、地方創生関連事業等の予算を7,700万円追加し
て、総額を128億4,000万円としました。地方創生関連事業は、平成27年度から始まります。

Q  消費喚起型プレミアム付き商品券の内容は?
A  発行予定のプレミアム付き商品券は、1枚当た

り500円を24枚セット（12,000円相当）にした
商品券。これを10,000円で販売する。町内の
対象店舗や事業所などで利用することができ
る。子育て世帯（就学前の児童がいる家庭、
約400世帯を予定）には、さらに割り引いて販
売する予定。詳しい内容は準備が整い次第
お伝えしたい。

Q  地方創生の部分で委託料が多いが、丸投げ
では?

A  人口ビジョンの策定に当たり、ビッグデータを解

析する仕事など、専門的な部分について委託す
るものであり、丸なげといったものではない。

Q  光ケーブル整備の初期投資について、地方創
生のプランは使えないのか?

A  地方創生法は「まち・ひと・しごと創生法」と「地
域再生法」の二つの法律からなる。光ケーブル
について、これらが活用できないか研究してい
きたい。

Q  「しごとセンター」とは何か。これまでも類似の
ものがあったと思うが？

A  町内における雇用促進のため、これまでも緊
急雇用対策事業を行ってきたが、仕事と人

項　　目 金　　額 説　　明（内 訳）
《総務費》

　地域活性化・地域住
民生活等緊急支援交付
金事業　　　　
（地方創生事業関連）

90,646

有機農産物PRパンフ製作費 2,000
山都町農産物ブランド化推進事業委託料 3,000
山の都認知度アップ対策事業委託料 10,500
地方人口ビジョン分析業務委託料 6,221
しごと支援事業委託料 9,500
竹林利活用事業補助金 5,267
プレミアム付き商品券補助金 43,835

　庁舎建設費 △64,489 庁舎建設工事・備品購入費 △64,489
《民生費》
　児童福祉総務費 832 子育て支援のためのプレミアム付き商品券補助金 832

《農林業費》

　農政費 2,669
経営体育成支援事業補助金 6,531
美しい農村景観保全事業補助金 △3,832

　人・農地プラン事業費 25,125 青年就農給付金 25,125

　林業振興費 8,470
有害鳥獣捕獲隊助成金 4,593
強い林業木材産業づくり交付金 8,387

《土木費》
　高速道路対策事業費 6,629 土地購入費（北中島土捨て場20万㎡） 6,629
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条例の改正・主なもの

《山都町病院事業の設置等に関する条例の一部改正》
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《山都町職員の定年等に関する条例の一部改正》

◆その他

　緑川へき地診療所の老朽化に伴い、平成 27 年 4 月 1 日から、緑川フィッシングパークの釣
り場管理棟へ診療所を移転することになりました。これに伴う改正です。

　そよう病院において、地域医療に従事する医師欠員補助が困難なため、その定年年齢を 65
歳から70 歳に延長するというものです。

のミスマッチが多かった。今回の「しごとセン
ター」は、移住定住促進を目的として、移住希
望者などに就業先斡旋や新規就農、起業、創
業の支援など、仕事と人をつなげていくもの
だ。そのほか、大学生のインターンシップ受け
入れ等も行っていく予定である。
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《平成27年度当初予算》

平成27年度当初予算

◆Q&A

　平成27年度当初予算は、前年度より5億4,000万円減額し、120億円としました。
　それぞれの常任委員会ごとに分けて、その内容をお知らせします。

《総務常任委員会関係予算》
　前年度当初予算より9億1,576万8千円減らし、総額を43億5,237万7千円としました。

総務関係予算（千円）
項　目 金　額 前年比

議会費 103,639 5,183
総務費 1,739,722 △ 789,130
消防費 426,451 △ 6,692
教育費 609,229 △ 20,779
災害復旧費 4,560 710
公債費 1,438,189 △ 105,060
諸支出金 587 0
予備費 30,000 0

4,352,377 △ 915,768

総務関係予算（4,352,377千円）

議会費
2%

予備費
1%

総務費
40%

災害復旧費
1%

消防費
10%

教育費
14%

公債費※
33%

※公債費：町が借り入れた貸付金の返還金と利子

Q  町有建物解体工事についての説明を。
A  旧白糸中学校と旧東竹原小学校の解体費で

ある。旧白糸中については、これまでも議会の
指摘を受けてきたところだが、かなり傷みが激
しく、また危険な建物ということで予算計上し
た。解体後の利用については未定である。

Q  防衛施設に関して負担を負う中で、し尿処理
施設などの維持管理費に充当すべき財源を
国に求めていくべきではないか。

A  長年の懸案である。議会後にも申し入れをし
ていきたい。関連自治体とも情報を共有して
いきたい。

Q  グランドゴルフ場、中央体育館の施設整備に
関して、地方創生事業の中で取り組めないか。

A  検討していく。
Q  サポートセンター事業委託料の委託先は。
A  NPOなどの自主的な支援を目的に、まちづく

りやべに委託している。
Q  清和小水力発電所の運用状況はどうなってい

るのか。
A  平成26年度の利益は2,880万円。平成27年

度は建設から10年目となり、大規模なメンテ
ナンスを予定している。

Q  防災対策費のうち備品購入費についての説明を。
A  避難場所になる体育館などに敷く「軽量タタ

ミ」を購入したい。保管場所は旧下矢部東部
小を予定。

Q  学校図書司書の配置より、複式学級の解消を
優先すべきではないか。

A  学校図書館法が昨年改正され、小規模校に
も学校図書司書を配置することが努力義務
となった。読書は言語教育の源であり、すべ
ての教科の基礎となるものである。学校図書
司書を配置することによって読書力の向上を
支援していきたい。平成23年度からの懸案で
あった。

Q  学校図書司書の必要性は理解できるが、今
後、複式学級の解消に向けた取り組みは続け
るのか。

A  支援員は現在16名（町内小中学校10校に対
し）雇用している。今後も子ども達の学力保障
のために、支援員の増員についても予算化に
努める。

旧白糸中学校
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《平成27年度当初予算》

《厚生常任委員会関係予算》
　前年度当初予算より8,825千円を増額し、
総額を41億9,352万9千円としました。

《民生費》

民生費内訳（千円）
項　目 金　額 前年比

社会福祉総務費 145,660 21,620
老人福祉費 105,092 △ 49,687
浜美荘 150,844 989
児童福祉費 1,036,497 △ 11,239
隣保館 20,904 △ 10,149
障がい者福祉費 658,931 37,432
保険事務費 1,085,841 25,246
その他 9,896 △ 7,271
　 3,213,665 6,941

民生費（3,213,665千円）

厚生関係予算（4,193,529千円）

社会福祉総務費
5% 老人福祉費

3%
浜美荘

5%

民生費
77%

隣保館
1%

障がい者
福祉費
21%

保険事務費
34%

児童福祉費
32%

衛生費
23%

Q  奨学金の返済状況は。
A  現在滞納額は770万円となっている。本人は

もとより、連帯保証人へも問い合わせ、返済を
お願いしているが、思うように進まない。今後
も回収に努力する。

Q  グランドゴルフ場や体育館についての整備計
画は。

A  グランドゴルフ場については、3月8日までに
設計を発注しているところである。体育館につ

いては、役場内のプロジェクトチームで考えて
いくことになっている。

Q  本町の自主防災組織の現状は。また他自治体
との防災協定はあるのか。

A  自主防災組織の設置率は60.5％である。防
災協定は五ヶ瀬町や高森町と山林火災時の
協定はある。今後は広域化する災害について
研究していく。

厚生関係予算（千円）
款 金　額 前年比

民生費 3,213,665 6,941
衛生費 979,864 1,884

4,193,529 8,825

◆民生費 Q&A

Q  菅尾保育園の閉園についての方向性は。
A  平成27年度中に民間への委託を視野に入れ

ながら進めて行きたい。委託する場合は町内
の私立保育園を対象に考えていく。

Q  男女共同参画計画策定業務委託料とは。男
女共同参画会議の回数は。また、メンバーは
何人か？

A  現在の男女共同参画計画は平成23年に策
定され、今年度は見直しの時期に来ている。
計画は事業者に委託するが、山都町らしさを
盛り込むために委託業者とよく話をしていく。

男女共同参画会議については、メンバーは7
名、年4回の会議を開催。健康福祉課だけで
なく、各課と連携して考えていきたい。

Q  浜美荘は現在1億5,000万円（町単独費）で
運営している。27年度に民営化についての方
向性を出すとの約束だが、町の補助がなけれ
ば民営化は困難だろう。現在の運営費につい
ては、基準財政需要額でどの程度見込まれて
いるのか。

A  正確な数字は後ほど説明したい。民営化の
検討をしていく中で、ご指摘の部分も含めて考
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◆衛生費 Q&A

《衛生費》

《建設経済常任委員会関係予算》
　前年度当初予算から96,892千円を増額し、
総額を3,454,094千円としました。

衛生費内訳（千円）
項　目 金　額 前年比

保健衛生費 583,798 12,851
火葬場 23,514 12,532
予防費 40,556 △ 10,078
健康増進費 61,023 △ 269
小峰クリーンセンター 172,121 △ 21,623
千滝クリーンハウス 80,240 10,777
最終処分費 18,612 △ 2,306
　 979,864 1,884

建設経済関係予算（千円）
項　目 金　額 前年比

農業費 992,858 191,685
林業費 273,296 55,014
水産業費 130 0
商工費 337,702 △ 14,813
土木費 1,850,108 △ 135,057
　 3,454,094 96,829

衛生費（979,864千円）

経済建設関係予算（3,454,094千円）

最終処分費
2%

千滝クリーン
ハウス
8%

小峰クリーン
センター

18%
保険衛生費

60%

農業費
29%

土木費
54%

健康増進費
6%

火葬場
2%

林業費
8%

水産業費
1%

予防費
4%

商工費
10%

Q  フッ素塗布については、十分な注意を払うべき
だが、現状は？

A  国県の研修を積み、保育士との連携、保護者
への説明の徹底を行っている。

Q  合併浄化槽の点検は、業者だけに任せるので
はなく、職員も自ら検査ができるようにしてもら
いたい。職員の研修はどうなっているのか？

A  専門的な部分もあり業者に委託しているとこ
ろである。適正な数値に関しては、熊本県浄
化槽協会が検査を行っている。

Q  浦川水路浄化施設についての水質検査は、適
正に行われているのか？

A  浦川水路浄化施設は四万十川方式を採用。

年に4回、流入口と流出口で検査をしている
が、一定の効果が現れている。

Q  大矢野原演習場では年間300日の演習が行
われ、約10万人の自衛隊員が活動している
が、そのごみやちり・し尿処理は町が請け負っ
ている。かなりの量になると思われるが、施設
の処理能力は充分か？

A  まだ余裕はあるものの、千滝クリーンハウスに
関しては汚泥が増加しており、ぎりぎりの運転
状況である。施設の老朽化が進んでおり、毎
年の保守点検に多額の費用をかけざるを得
ない状況である。

えていく予定である。
Q  ファミリーサポートセンターは、どんなことをし

ているところか。
A  保育園の一時預かりなどを利用しにくい保護

者へのサポートを、支援センターと一緒に行っ

ている。設置した当初は20から30名の協力会
員がいたが、高齢化が進み現在は9名の登録
である。利用者は、使い勝手が悪い点もあり、
10名以下となっている。

《平成27年度当初予算》
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◆Q&A
Q  菅地区の鮎の瀬交流館は、昨年６月から閉館

となっているが、現状は？
A  菅自治振興区の住民や地域おこし協力隊な

どと相談を重ねて、白糸地区の青年部と協力
して、棚田米を売り出す「こめ屋」という組織
を作り、棚田オーナーの協力も得て、東京で販
売会をするなど活発な活動の兆しが見えてい
る。九州脊梁山脈開発の拠点ともなる施設な
ので、各課と協力しながら積極的な活用を考
えていく。

Q  集落営農については、新年度も300万円の予
算だが、昨年の実績と新たな取り組みは？

A  昨年度は、県のモデル地区3地区と、町単独
の5地区が集落営農に取り組み、現在も進行
中であるが、10地区を目指した町の取り組み
は目標の半分にとどまった。新年度は県のモ
デル地区も2地区への提案があっており、町
単独の事業分も3地区から希望が挙がってい
る。今後も積極的に推進していく。

Q  集落営農の取り組みは、継続的な支援が必要
だと思うが？

A  県の事業は4年間の継続である。町単独の予
算300万円については、新規が5集落30万円
×5地区、継続が5集落30万円×5地区を考
えている。2年目の取り組みへの支援は、地元
出身者2名を県の推進専門アドバイザーとし
て派遣してもらい、町の実情に合った取り組
みを推進する。

Q  ふるさと創生事業基礎調査業務委託料とは？
A  ふるさと創生事業で行ってきた「いこいの里」、

「ふれあいの里」事業を推進していくための
業務委託。委託料は100万円。庁内のプロ
ジェクトチームで移住定住、高速道路を見据え
た町づくりなど論議しながら進めて行きたい。

Q  通潤橋の放水が無料となったが、時間が午後1
時というのは昼食時間との関係でどうなのか？

A  観光協会や商工会と話をした上で設定した
時間だが、検討する余地はあるだろう。

Q  空き家調査の情報のまとめはできているのか。山
都町HPにある「くらし人サイト」の運用状況は？

A  町内の空き家情報は240件持っているが、情
報サイトに載せていくまでには整理ができてい
ない現状。情報に対応するには、一人の支援
員では限界がある。今後は地域の事情に詳
しい人たちのネットワークを作ることや移住者
の意見を聞くことなどを行っていきたい。また
支援員についても、月10日の嘱託ではなく、フ
ルタイムで働いて頂ける人材を雇用したい。移
住者の希望をかなえる総合的な情報の収集
に努めたい。

Q  当初予算の中に、新設された山の都創造課ら
しいメニューがあまり見受けられないが・・・

A  地方創生事業に関する部分を26年度補正予
算に前倒しで計上した。まずは矢部高校の問
題からきちんと整理をしていきたい。生涯学
習課、学校教育課、創造課に担当を置き、まと
めながら進めて行きたい。並行して高速道路
開通を見据えた対策も急ぎたい。当初予算で
はっきりと位置づけるには時間が足りなかっ
たかもしれない。

Q  通潤山荘の湧水量が少ないようだが、調査は
しているのか？

A  確かに湯量が減少している。ポンプの性能低
下が影響している。原因の調査と合わせて、ポ
ンプの交換を予定している。

Q  浜町商店街拠点施設実施設計委託料とは？
A  浜町会館跡地の再開発についての設計委託

料である。4つの案が出ている。A案＝現在の
建物をそのまま改修、B案＝現在の建物の一
部改修、C案＝新築（420㎡）、Ｄ案＝新築コ
ンパクト案（300㎡）である。

Q  矢部阿蘇公園線基礎調査業務委託費につい
ての説明を。

A  山都町、南阿蘇村、近隣と連携しながら進め
て行く。今まで観光面から働きかけていたも
のだが、費用対効果が認められず難航してい
た。今後は阿蘇の噴火に備える災害時の避
難ルートや支援ルートとして検討し、関係機関
に要請していく。

Q  子育て支援住宅基本設計委託料の内容は？
A  旧浜町事務所跡地に若い子育て世代を対象

とした住宅建設に向け、基本設計の委託料を
計上した。

《平成27年度当初予算》

鮎の瀬大橋と物産館
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「山都町国民健康保険特別会計」

　前年度当初予算より3 億 9,695 万円増額し、総額を 32 億 3,771 万 6 千円としました。
※山都町における平均余命は男性 81 歳、女性 86 歳となっていますが、健康寿命（寿命の

中で健康でいる時間）は、男女とも65 歳となっています。これからの健康福祉政策は、
いかに健康に長生きするか介護予防に力を入れるべきところに来ていると言えます。

　※主な歳出は、医療費の負担金（15 億 6,000 万円）です。

　特別会計は、この他「山都町国民宿舎特別会計予算」、「山都町住宅新築資金等貸付事業特別
会計」、「山都町簡易水道特別会計」、「山都町水道事業会計」、「山都町病院事業会計」があります。

※水道事業会計において、水道使用料の有収率は 60% に過ぎません。原因は、水道管の老朽
化に伴う漏水と推測され、今後 1,000 万円の予算を入れて漏水調査を進めていくとの答弁があ
りました。（有収率…給水する水量と料金として収入のあった水量との比率）

※そよう病院は、医師不足が慢性化しており、今後も都市圏協議会とも連絡を取りながら、要望
活動をしていくということでした。

「山都町後期高齢者医療特別会計」

　前年度当初予算から272 万 4 千円減額し、総額を 2 億 2,829 万 3 千円としました。
※主な歳出は、後期高齢者医療広域連合に対する納付金です。

　町には一般会計の他に、国民健康保険特別会計などの特別会計
があります。主なものを紹介します。

《平成27年度当初予算》

「山都町介護保険特別会計」

　前年度当初予算から1 億 2,554 万 1 千円を増額し、総額を 27 億 9,739 万 1 千円としました。

Q  居宅介護の住宅改修費の上限は？
A  上限は20万円。予防の部分は30万円。自己負担は一割である。
Q  在宅介護に対する補助金が、月に10,000円では少な過ぎるのではないか？
A  入居すれば月に20万～30万の負担になる。家庭で介護して頂く際の補助としては少ないと思

う。増額へ向けて現在検討中である。
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一　般　質　問

『
地
方
創
生
事
業
』

問　

キ
ャ
ベ
ツ
、白
菜
、他
の

露
地
野
菜
に
つ
い
て
被
害
状

況
は
。

答　

キ
ャ
ベ
ツ
に
関
し
て
は
、

12
・
5
ha
の
降
灰
被
害
を
観

測
し
た
が
、出
荷
を
終
え
て
お

り
実
質
被
害
の
届
け
は
あ
っ

て
い
な
い
。

問　

地
方
創
生
事
業
の
概
要

は
？

答　

国
が
示
し
た
地
方
創
生

総
合
戦
略
に
基
づ
い
て
、町
も

地
方
版
総
合
戦
略
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。27
年
度
は
、

山
都
町
版
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
た

め
に
、地
方
創
生
推
進
本
部

と
、そ
の
下
に
検
討
グ
ル
ー
プ

を
置
い
て
計
画
を
進
め
る
。

問　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、地
方

総
合
戦
略
、先
行
型
の
三
事

業
に
基
本
的
な
取
り
組
み
方

は
？

答　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
45
年

後
ま
で
の
想
定
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。基
本
的
な
方
法

と
し
て
は
、①
地
方
の
安
定

雇
用
、②
地
方
へ
の
人
的
交

流
、③
若
い
世
代
の
結
婚
出

産
子
育
て
へ
の
支
援
、④
地
域

の
特
性
に
合
っ
た
地
域
づ
く

り
を
目
標
に
、長
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
、毎
年
見
直
し
と

評
価
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
く
。

先
行
型
に
つ
い
て
は
、一
万
円
で

一
万
二
千
円
の
価
値
を
付
け

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発

行
す
る
。地
域
の
消
費
を
促

し
た
い
。

藤原　秀幸 議員

一　
般　
質　
問

答　 町道管理など、人力には限界がある。今後は重機のリース等を検
討していく。

問　 高齢化が進む集落の機能を維持するための方策は？

『
防
災
の
町
づ
く
り
』

問　

機
能
別
消
防
団
の
設
立

の
考
え
方
、保
険
や
手
当
に
つ

い
て
は
？

答　

機
能
別
消
防
団
は
、消

防
団
員
の
減
少
や
町
外
勤
務

者（
約
２
割
）が
増
加
す
る
中

で
、平
日
昼
間
の
災
害
時（
主

に
火
災
）の
対
応
に
、消
防
団

Ｏ
Ｂ
な
ど
に
一
定
の
役
割
を

担
っ
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。

保
険
は
正
団
員
と
同
じ
。報

酬
は
な
い
が
、出
動
の
際
は
日

当
２
，０
０
０
円
程
度
を
支

給
す
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
設
立

に
つ
い
て
、山
都
町
版
の
手
引

書
は
あ
る
の
か
？

答　

自
主
防
災
組
織
の
設

置
率
は
60
・
５
％
。国
や
県
の

手
引
を
参
考
に
し
て
お
り
、町

独
自
の
も
の
は
な
い
。防
災
に

つ
い
て
は
、計
画
も
大
切
だ
が
、

実
際
を
想
定
し
た
訓
練
も

行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

『
集
落
機
能
維
持
の

  

対
応
』

問　

限
界
集
落
な
ど
に
お
け

る
町
道
高
畦
、枝
打
ち
等
の

町
道
管
理
は
？

答　

高
齢
化
が
進
む
中
、人

中
心
の
管
理
に
は
限
界
が
あ

ろ
う
。今
後
は
機
械
力
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
。

問　

重
機
の
利
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

重
機
は
高
額
な
も
の
だ
。

重
機
の
リ
ー
ス
や
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
の
購
入
等
を
検
討
中
で

あ
る
。早
急
に
対
応
し
た
い
。

『
有
害
獣
対
策
』

問　

有
害
獣
の
捕
獲
の
実
績

と
前
年
度
と
の
違
い
は
？

答　

現
時
点
で
イ
ノ
シ
シ

１
，８
０
０
頭
、シ
カ
７
０
０

頭
で
あ
る
。昨
年
度
の
約
３
倍

に
な
る
見
込
み
。今
年
度
は
、

捕
獲
隊
員
が
２
２
３
名
か
ら

２
８
０
名
に
増
加
し
、狩
猟

期
間
中
の
捕
獲
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
農
産
品
の
Ｐ
Ｒ
』

問　

本
町
の
農
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て

は
？

答　

地
域
創
生
の
先
行
型
と

し
て
予
算
化
し
て
い
る
。「
山

の
都
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
仮
称
）」

を
作
り
、情
報
、新
商
品
開
発
、

販
路
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

出初め式
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『
合
併
後
十
年
を
迎
え

て
の
総
括
と
今
後
の
町

づ
く
り
』

問　

町
民
が「
合
併
し
て
よ

か
っ
た
」と
実
感
で
き
て
い
る

と
思
う
か
。こ
れ
ま
で
の
町
政

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

こ
れ
ま
で「
新
町
づ
く

り
計
画
」に
基
づ
き
五
本
の

柱
を
立
て
て
や
っ
て
き
た
。住

民
自
治
で
は
町
内
に
２８
自

治
振
興
区
が
で
き
た
。自
然

と
産
業
の
共
存
で
は
環
境

保
全
型
農
業
を
推
進
し
て
き

た
。合
併
後
の
新
規
就
農
者

も
７３
名
に
達
し
た
。商
工
業

の
振
興
は
後
継
者
不
足
が
深

刻
で
あ
る
。住
環
境
の
推
進
に

つ
い
て
は
、新
庁
舎
や
そ
よ
う

病
院
に
設
置
し
た
太
陽
光
発

電
を
は
じ
め
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
支
援
を
今
後

も
行
う
。道
路
改
良
も
進
ん

で
き
て
お
り
、簡
易
水
道
の
未

普
及
地
帯
の
解
消
に
努
め
て

い
く
。

『
新
庁
舎
の
工
事
価
格
』

問　

庁
舎
の
工
事
価
格
に
つ

い
て
、単
純
に
㎡
単
価
で
の
比

較
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。誤
解

が
あ
る
の
で
は
。

答　

用
地
や
立
地
条
件
、建

設
当
時
の
物
価
や
消
費
税
な

ど
諸
条
件
に
そ
れ
ぞ
れ
差
が

あ
り
、一
概
に
比
較
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。前
回
答
弁
し
た

単
価
は
、単
純
に
総
建
設
コ
ス

ト
を
述
べ
床
面
積
で
割
っ
た

も
の
で
精
度
が
低
か
っ
た
。

『
海
士
町
の
取
り
組
み
、

島
の
活
性
化
の
講
演
を

聴
く
中
で
』

問　

講
演
を
聴
い
て
の
感
想
、

学
ぶ
べ
き
点
が
あ
っ
た
か
。ま

た
、ど
の
よ
う
な
形
で
活
か
し

て
い
く
の
か
。

答　

学
校
の
役
割
を
地
域
づ

く
り
の
人
材
育
成
と
定
義
し
、

地
元
を
愛
す
る
人
材
を
育
て

て
い
る
点
な
ど
、学
ぶ
べ
き
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

問　

町
の
誇
り
で
あ
る
山
下

泰
裕
先
生
を
活
か
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

山
下
先
生
は
様
々
な

立
場
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
日

本
を
代
表
す
る
多
忙
な
方
だ
。

本
町
の「
こ
こ
ぞ
」と
い
う
時

の
応
援
団
と
し
て
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
。

『
第
２
回
や
ま
ト
ー
ク
』

問　
１
回
目
と
参
加
者
数
の

増
減
は
？

答　

１
回
目
７
７
２
名
、２

回
目
６
８
８
名（
１
地
区
は

未
実
施
の
時
点
）

問　

職
員
の
町
外
か
ら
の
通

勤
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。

現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

職
員
３
８
４
名
の
内
、

６５
名（
１９
％
）が
町
外
に
在
住

し
て
い
る
。

問　

町
外
通
勤
の
主
な
理
由

と
対
策
は
？

答　

も
と
も
と
町
外
出
身

者
、町
外
者
と
の
結
婚
、子
ど

も
の
就
学
問
題
な
ど
様
々
な

理
由
と
推
察
す
る
。本
年
度

か
ら
、採
用
条
件
に「
特
段
の

事
由
が
な
い
限
り
町
内
に
居

住
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」と

し
た
。

問　

子
育
て
、教
育
環
境
に

問
題
が
あ
る
と
思
う
が
。　

答　

子
育
て
環
境
の
充
実
は

江藤　強 議員

答　 厳密に言えば、諸条件が異なる中で、比較をすることはできない。

問　 新庁舎の工事価格について、単純に㎡単価の比較はできないのではな
いか。

最
優
先
課
題
。新
年
度
予
算

で
も
出
産
祝
金
の
増
額
、保

育
料
の
軽
減
、子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　

平
成

３０
年
の
イ
ン
タ
ー

開
通
に
関
し
、中
島
地
区
で

は
定
住
促
進
に
対
す
る
関
心

が
高
い
。何
か
具
体
的
な
施
策

や
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　

地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
な
が
ら
今
後
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

山都町夢づくり講演会

一　般　質　問
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一　般　質　問

『
行
政
計
画

「
地
方
創
生
」と
総
合

計
画
に
つ
い
て
』

問　

第
二
次
総
合
計
画
の
基

本
理
念
を
伺
い
た
い
。同
時
に

「
地
方
創
生
」の
位
置
づ
け

は
ど
う
な
る
の
か
。サ
ー
ビ
ス

ニ
ー
ズ
は
増
大
す
る
ば
か
り

だ
が
、一
方
で
行
政
改
革
、機

構
改
革
の
圧
力
が
あ
る
。こ
の

二
律
背
反
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど

う
整
合
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　

基
本
理
念
は
五
つ
の
カ

ク
ゴ
で
示
し
て
い
る
。人
任
せ

で
な
い
、町
・
議
会
・
町
民
の

気
概
と
思
い
を
表
し
た
も
の

だ
。地
方
創
生
の
部
分
は
、雇

用
の
創
出
、人
的
交
流
、若

い
世
代
の
子
育
て
支
援
、時

代
に
あ
っ
た
地
域
づ
く
り
で

あ
る
。住
民
ニ
ー
ズ
が
拡
大
す

る
中
、行
革
の
方
向
を
考
え

る
と
矛
盾
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
が
、長
い
間
行
政
が
担
っ

て
き
た
部
分
を
、民
間
に
移

譲
し
た
り
、行
政
の
中
身
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
必
要
に
応
じ
て

減
ら
し
た
り
増
や
し
た
り
し

て
い
く
こ
と
が
行
政
改
革
だ

と
捉
え
て
い
る
。

『
教
育
委
員
会
問
題
』

問　

政
治
が
社
会
を
変
え
よ

う
と
す
る
と
き
は
、ま
ず
教

育
に
手
を
つ
け
て
民
主
教
育

を
国
家
主
義
に
変
え
た
が
る

の
が
常
道
だ
。昨
今
で
は
教

育
基
本
法
が
変
え
ら
れ
、教

科
書
問
題
等
政
治
的
な
干
渉

が
続
い
て
き
た
。そ
の
一
つ
の

節
目
が「
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
」の
改
正
だ
と
思
う
。新
法

で
は
、独
立
機
関
で
あ
っ
た
教

育
委
員
会
に
首
長
が
統
括
す

る
総
合
教
育
会
議
を
設
置
し

て
教
育
大
綱
と
方
針
を
定
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。首
長
次
第

で
教
育
方
針
が
左
右
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
、教
育
行
政
の

中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。悪
し

き
前
例
と
な
ら
な
い
よ
う
工

藤
町
長
の
考
え
を
し
か
と
確

か
め
て
お
き
た
い
。

答　
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ

る
が
、基
本
的
に
は「
町
を
愛

す
る
子
ど
も
」を
育
て
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。子
ど
も

の
方
を
見
た
教
育
で
あ
る
べ

き
。最
終
的
な
決
定
は
、教
育

委
員
会
に
留
保
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

『
希
少
野
生
生
物
の
保

護
に
つ
い
て
』

問　

チ
ッ
ソ
の
、谷
沢
水
の
一

中村　益行 議員

答　 希少生物の住む豊かな自然をしっかりと守るため、町も要望を行っていく。

問　 自然保護は、共生を標ぼうする本町の大きな課題だ。町の姿勢は？

滴
も
漏
ら
さ
な
い
よ
う
な
取

水
に
よ
り
、ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ

ジ
ミ
の
生
息
環
境
が
破
壊
さ

れ
て
い
る
。他
に
ク
マ
タ
カ
や

カ
タ
ク
リ
な
ど
希
少
生
物
も

い
る
。自
然
保
護
は
共
生
を

標
ぼ
う
す
る
本
町
の
大
き
な

課
題
だ
。町
の
姿
勢
を
伺
い
た

い
。有
害
獣
駆
除
の
報
奨
金

は
、成
獣
幼
獣
問
わ
ず
一
律
に

す
べ
き
だ
。

答　

希
少
生
物
の
す
む
豊
か

な
自
然
を
し
っ
か
り
と
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。工
事
用

車
両
の
排
気
ガ
ス
の
影
響
が

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。有

識
者
の
意
見
等
も
聞
き
な
が

ら
、町
も
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

有
害
獣
駆
除
の
報
奨
金
に
つ

い
て
は
、今
年
度
の
捕
獲
頭

数
を
参
考
に
し
な
が
ら
、新

年
度
は
幼
獣
、成
獣
を
問
わ

ず
同
額
と
す
る
予
定
で
あ
り
、

今
後
の
補
正
予
算
で
対
応
し

て
い
く
。

『
公
文
書
を
始
め
と
す

る
資
料
の
保
管
に
つ
い

て
』

問　

町
の
公
文
書
を
は
じ
め

と
す
る
資
料
の
保
管
に
つ
い
て
、

当
面
は
旧
校
舎
を
活
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

文
書
管
理
の
必
要
性

は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。新

庁
舎
各
階
に
保
管
場
所
と
し

て
書
庫
室
が
あ
る
が
、旧
浜

町
事
務
所
、旧
白
糸
事
務
所
、

旧
下
矢
部
東
部
小
学
校
を
保

管
書
庫
と
し
て
指
定
し
、集

中
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

ゴイシツバメシジミ
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『
矢
部
高
校
の
存
続
』

問　

今
後
の
具
体
的
な
支
援

策
は
？

答　

教
育
課
程
の
支
障
に
な

ら
な
い
よ
う
に
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
。蘇
陽
地
区

は
、課
外
や
部
活
動
を
す
る

場
合
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

便
が
良
く
な
い
の
で
、下
宿
や

寮
の
整
備
を
考
え
る
こ
と
も

必
要
だ
。町
外
か
ら
の
入
学

者
を
募
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
に
も

力
を
入
れ
た
い
。

『
定
住
対
策
』

問　

短
期
滞
在
施
設
の
現
状

と
今
後
の
運
用
に
つ
い
て

答　

こ
の
２
年
間
で
１０
世
帯

の
利
用
が
あ
り
、そ
の
う
ち

５
世
帯
が
定
住
、他
は
町
外

へ
移
動
さ
れ
た
。短
期
滞
在

型
施
設
の
利
用
期
間
が
短
い

の
で
は
と
い
う
指
摘
も
あ
る

が
、期
限
は
必
要
だ
。個
々
の

事
情
に
つ
い
て
は
臨
機
応
変

に
対
応
し
た
い
。

問　

定
住
事
業
に
つ
い
て
今

後
の
取
り
組
み
は
？

答　

定
住
支
援
担
当
者
が
一

人
で
は
無
理
な
と
こ
ろ
も
あ

る
。問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る

た
め
、相
談
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
地
域
に
広
げ
た
り
、定

住
者
の
交
流
の
場
と
し
て
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

な
ど
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

『
菅
尾
保
育
園
の
閉
園
』

問　

菅
尾
保
育
園
の
閉
園
に

つ
い
て
今
後
の
方
向
性
は
？

答　

今
年
１
月
１５
日
に
菅

尾
保
育
園
の
閉
園
に
つ
い
て

説
明
会
を
行
っ
た
。「
唐
突

だ
」と
の
ご
批
判
や
お
叱
り

を
受
け
た
が
、説
明
責
任
が

十
分
に
果
た
せ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
申

し
上
げ
た
い
。経
緯
に
つ
い
て

は
、平
成
１８
年
度
に
山
都
町

保
健
総
合
計
画
児
童
福
祉
部

会
で
町
の
子
育
て
環
境
を
考

え
る
会
議
が
始
ま
り
、２５
年

に
保
育
園
の
統
廃
合
に
関
す

る
素
案
、２６
年
に
答
申
が
な

さ
れ
た
。こ
の
答
申
を
尊
重

し
て
、町
の
方
針
を
こ
の
１

月
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。今
後
は
地
元
住
民
や
保

護
者
と
丁
寧
な
話
し
合
い
を

進
め
な
が
ら
、町
の
子
育
て

環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
き

た
い
。

『
集
落
営
農
』

問　

今
年
度
の
実
績
と
課
題
、

今
後
の
方
向
性
は
？

答　

平
成
２６
年
度
か
ら
県
モ

デ
ル
地
区
３
集
落
は
順
調
に

共
同
経
営
を
進
め
て
い
る
。町

単
独
の
５
地
区
に
つ
い
て
も

活
動
中
。ま
た
、県
事
業
に
よ

り
任
命
さ
れ
た
地
域
連
携
推

進
員
が
集
落
営
農
形
成
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
。新
年
度
は
新
た
に
３

地
区
か
ら
集
落
営
農
の
取
り

組
み
の
希
望
が
出
て
い
る
。今

後
は
、希
望
を
待
つ
だ
け
で

な
く
、集
落
座
談
会
な
ど
を

積
極
的
に
開
催
し
、集
落
の

事
情
を
く
み
上
げ
な
が
ら
推

進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

『
職
員
人
事
評
価
制
度
』

問　

山
都
町
職
員
の
人
事
評

価
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

答　

具
体
的
な
方
法
と
し
て

後藤　壽廣 議員

答　 相談員のネットワークを地域に広げたり、定住者の交流の場を構築する
など急がなければならない。

問　 移住定住についての今後の取り組みは。

は
、年
度
当
初
に
職
員
が
課

長
と
面
談
し
な
が
ら
課
の
仕

事
に
リ
ン
ク
し
た
目
標
を
設

定
し
、そ
の
結
果
に
対
し
て

自
己
診
断
を
行
う
。そ
の
後

課
長
が
評
価
を
行
う
と
い
う

制
度
。段
階
的
に
評
価
を
し

て
い
く
中
で
、職
員
の
能
力
本

位
の
給
与
設
定
や
、効
果
的

な
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

外
　
観

内
　
装

空屋対策の改修前 改修後

一　般　質　問
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一　般　質　問

『
学
校
教
育
に
つ
い
て
』

問　

矢
部
高
校
は
県
の
管
轄

で
あ
る
が
、山
都
町
教
育
委

員
会
は
ど
こ
ま
で
関
与
で
き

る
の
か
。

答　

県
立
と
は
い
え
町
に
あ

る
高
校
だ
か
ら
、小
中
学
校

と
の
様
々
な
連
携
を
進
め
て

い
る
。ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
の

実
施
、小
中
学
校
と
の
交
流

学
習
、進
路
保
障
部
会
を
設

け
、矢
部
高
に
対
し
進
路
保

障
を
お
願
い
し
て
い
る
。そ
の

他
経
済
的
な
助
成
等（
入
学

祝
金
、教
科
書
補
助
、通
学
や

下
宿
へ
の
補
助
）も
実
施
し
て

い
る
。

問　

募
集
人
員
に
対
し
て
応

募
者
数
が
著
し
く
少
な
い
の

は
な
ぜ
か
。特
に
、緑
科
学
科
が

「
０
」と
い
う
こ
と
は
な
ぜ
か
。

答　

学
区
制
度
の
再
編
に

よ
り
、矢
部
高
は
県
央
に
属

し
熊
本
市
に
進
学
し
や
す
く

な
っ
た
。緑
科
学
科
に
は
前

期
試
験
で
４
名
の
応
募
が

あ
っ
て
い
る
。

問　

矢
部
高
校
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
る
こ
と
が
急
務
で
は

な
い
か
。

答　

高
校
も
小
中
学
校
と
の

連
携
の
回
数
を
増
や
す
な
ど

努
力
し
て
い
る
。

問　

小
中
学
校
生
徒
の
教
育

の
現
状
は
。次
の
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
育
っ
て

い
る
の
か
。

答　

県
の
学
力
検
査
の
結

果
も
、最
近
は
平
均
値
を
上

回
っ
て
お
り
順
調
な
成
果
が

で
て
い
る
。こ
れ
は
教
員
の

力
だ
け
で
は
な
く
子
ど
も
達

の
頑
張
り
の
成
果
だ
。今
後

も「
ほ
め
て
育
て
る
教
育
」を

続
け
て
い
き
た
い
。体
育
面
で

も
町
内
の
小
規
模
中
学
校
が

体
力
優
良
校
表
彰
さ
れ
る
な

ど
、頑
張
り
が
見
え
て
い
る
。

問　

教
育
長
は
生
涯
を
通
し

て
教
育
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

が
、今
後
の
子
育
て
、教
育
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。

答　

学
校
教
育
は
社
会
教

育
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
で

あ
り
、と
く
に
家
庭
教
育
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

『
高
速
道
路
の
開
通
と
浜

町
、馬
見
原
の
活
性
化
』

問　

既
に
開
通
し
て
い
る
高

速
道
路
の
沿
線
施
設
の
利
用

客
数
の
実
態
は
？

答　

芦
北
Ｉ
Ｃ
開
通
に
伴
い

道
の
駅
・
田
ノ
浦
は
利
用
客

が
減
少
し
、新
た
に
開
店
し

田上　聖 議員

答　 情報発信力を高めて、高速からの観光客を逃がさないようにしたい。

問　 九州中央自動車道開通を見据えた町づくりは？

た
芦
北
の
物
産
館
の
利
用
客

数
は
伸
び
た
。ま
た
、人
吉
Ｉ

Ｃ
の
開
通
に
よ
り
球
磨
地
方

の
観
光
客
の
減
少
が
見
ら
れ

た
。高
速
道
路
の
開
通
が
観

光
動
向
に
及
ぼ
す
影
響
は
顕

著
で
あ
る
。各
地
と
も
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
努
力
を
さ
れ

て
い
る
。先
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
九
州
中
央
自
動
車
道
の

開
通
を
有
効
に
活
用
す
る
町

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

問　

九
州
中
央
自
動
車
道
か

ら
降
り
て
き
た
車
が
浜
町
に

流
れ
て
来
る
よ
う
な
道
作
り

も
必
要
だ
。県
道
矢
部
阿
蘇

公
園
線
が
開
通
す
れ
ば
車
の

流
れ
も
変
わ
る
だ
ろ
う
。浜
町

の
町
づ
く
り
は
？

答　

浜
町
へ
の
誘
導
は
、通

潤
橋
周
辺
と
白
糸
台
地
が
鍵
。

商
店
街
の
魅
力
の
発
信
も
重

要
だ
。情
報
発
信
力
を
高
め

て
高
速
か
ら
の
観
光
客
を
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、建
設

課
な
ど
各
課
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

問　

歴
史
あ
る
町
並
み
や
文

化
財
を
活
か
し
た
馬
見
原
の

ま
ち
づ
く
り
は
？

答　

周
辺
の
神
社
や
寺
を
巡

る「
ご
利
益
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
」が
好
調
で
あ
る
。馬

見
原
街
づ
く
り
協
議
会
は
、

そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、平

成
２６
年
度
の
熊
本
県
観
光
大

賞
を
受
賞
し
た
。町
に
お
い
て

も
歴
史
を
取
り
込
ん
だ
町
づ

く
り
、幣
立
宮
と
の
連
携
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

日向往還歴史ウォーク
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『
新
し
い
課
の
働
き
は
』

問　

行
政
改
革
で
新
し
く

な
っ
た
企
画
政
策
課
、山
の
都

創
造
課
の
役
割
分
担
は
？

答　

企
画
政
策
課
で
は
、町

の
行
政
経
営
管
理
、チ
ェ
ッ
ク
、

推
進
、評
価
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
ほ
か
地
域
づ
く
り
支
援
、

広
報
統
計
、情
報
シ
ス
テ
ム
を

所
管
し
て
い
る
。山
の
都
創
造

課
は
、従
来
の
商
工
観
光
の

分
野
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

移
住
定
住
対
策
、結
婚
対
策

事
業（
y
o
u
&
y
o
u
）を

所
管
す
る
。ま
た
高
速
道
路

の
開
通
を
見
据
え
た
町
づ
く

り
も
担
当
す
る
。各
課
の
係

長
級
で
編
成
し
た
プ
ロ
ジェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
協
議
を
重
ね
て

い
る
。

『
矢
部
高
担
当
者
の
設
置
』

問　

入
学
者
が
減
少
を
続
け

る
矢
部
高
の
存
続
は
危
機
を

極
め
て
お
り
、そ
の
支
援
策
を

町
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

べ
き
だ
が
、役
場
に
担
当
者
を

置
く
考
え
は
？

答　

担
当
者
を
置
け
ば
問

題
が
解
決
す
る
わ
け
で
な
い

が
、新
し
い
教
育
長
に
は
教
育

の
連
携
の
中
で
矢
部
高
の
こ

と
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。現

在
の
窓
口
で
あ
る
生
涯
学
習

課
に
加
え
、学
校
教
育
課
や

山
の
都
創
造
課
に
も
担
当
者

を
置
き
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
急
ぐ
べ
き
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

『
菅
尾
保
育
園
閉
園
に

関
し
て
再
考
を
』

吉川　美加 議員

答　 段階的な報告を怠っていたことに対し、心よりお詫び申し上げる。

問　 菅尾保育園の閉園に関して、保護者への説明が行われていなかったこ
とについては。

問　

町
は
、菅
尾
保
育
園
を

平
成

２７
年
度
限
り
で
閉
園
す

る
と
し
て
い
る
が
、保
護
者
の

理
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
だ
。こ
の

１０
年
間
、保
護
者

に
対
す
る
説
明
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
？

答　

平
成
１８
年
度
か
ら
統
廃

合
の
話
し
合
い
が
始
ま
っ
た

流
れ
の
中
で
、経
過
の
報
告
や
、

各
段
階
で
の
報
告
を
す
る
べ

き
で
あ
っ
た
。ま
ず
は
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

問　

移
住
定
住
を
進
め
る
た

め
に
も
、子
育
て
環
境
の
整
備

は
不
可
欠
で
あ
る
。移
住
定

住
担
当
課
の
考
え
は
。

答　

地
域
の
保
育
園
や
小
学

校
な
ど
の
子
育
て
環
境
、若

者
向
け
の
住
宅
等
は
、移
住

定
住
の
重
要
な
要
件
で
あ
る
。

施
設
だ
け
で
な
く
、子
ど
も

た
ち
を
地
域
で
育
て
る
と
い

う
風
土
も
大
切
だ
。プ
ロ
ジェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
若
い
職
員
の

話
も
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

問　

子
ど
も
の
利
益
を
よ
く

考
え
て
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
が
、今
後
の
対

応
は
？

答　

近
く
保
護
者
と
の
話
し

合
い
を
す
る
予
定
で
あ
る
。現

在
の
条
件
を
押
し
付
け
る
つ

も
り
は
な
く
、い
ろ
ん
な
条

件
を
提
示
し
な
が
ら
丁
寧
な

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

『
山
都
町
に
お
け
る
保
小

中
連
携
教
育
の
推
進
』

問　

保
・
小
・
中
連
携
教
育
の

研
究
を
し
た
清
和
地
区
の
例

を
、今
後
も
山
都
町
全
体
に

広
め
て
、切
れ
目
の
な
い
教
育

の
推
進
を
し
て
ほ
し
い
。

答　

保
小
中
連
携
の
事
業

は
、県
か
ら
町
に
依
頼
が
あ
っ

て
清
和
地
区
で
責
任
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。こ

の
よ
う
な
研
究
は
町
内
の
す

べ
て
の
小
中
学
校
で
同
時
に

研
究
を
進
め
て
い
る
も
の
で

あ
り
、す
で
に
町
全
体
の
取

り
組
み
と
言
っ
て
い
い
も
の
で

あ
る
。特
に
家
庭
学
習
の
あ

り
方
を
重
点
的
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、学
力
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
き
て
い
る
。蘇
陽
地

区
で
は
数
年
前
か
ら
、家
庭

学
習
の
手
順
と
や
り
方
に
取

り
組
ん
で
い
る
。矢
部
中
で
は

矢
部
地
区
の
小
学
６
年
生
を

中
学
校
に
集
め
て
交
流
を
図

り
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

菅尾保育園の子どもたち

一　般　質　問
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『
工
藤
町
政
の
折
り
返

し
を
迎
え
て
』

問　

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
今
ほ
ど
問
わ
れ
て
い
る

時
は
な
い
。こ
の
二
年
間
の
反

省
と
今
後
の
課
題
解
決
は
？

答　

町
長
に
な
っ
て
以
来
、

「
す
べ
て
は
住
む
人
の
幸
せ

の
た
め
に
」を
掲
げ
て
や
っ
て

き
た
。今
後
は
、人
口
減
少
問

題
、子
育
て
支
援
、高
齢
者
福

祉
、道
路
整
備
な
ど
、焦
点
を

ぼ
か
さ
ず
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

問　

農
業
振
興
、観
光
振
興
、

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
の
根
底
に
あ
る
思
い
は

何
か
。

答　

農
業
振
興
の
発
展
は

商
工
業
の
発
展
を
促
し
、後

継
者
増
加
へ
の
道
筋
が
つ
く

と
考
え
て
お
り
、防
災
に
つ
い

て
は
過
去
の
災
害
を
考
え
て

も
、「
想
定
外
」は
な
い
と
い
う

気
持
ち
で
取
り
組
み
た
い
。

問　

第
一
次
総
合
計
画
で
は

理
念（
将
来
像
）と
し
て「
潤
い
、

文
楽
、そ
よ
風
で
つ
づ
る
山
都

町
」。わ
ず
か
十
年
で
将
来
像

を
変
更
し
て
よ
い
の
か
？

答　

こ
の
町
は
豊
か
な
自
然

環
境
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

き
た
。共
同
の
精
神
を
尊
ぶ

地
域
社
会
を
形
成
し
て
き
た
。

そ
の
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
希

望
の
持
て
る
町
づ
く
り
を
基

本
理
念
と
し
た
い
。

『
24
年
度
一
人
当
た
り
市

町
村
民
所
得
に
つ
い
て
』

問　

ワ
ー
ス
ト
３
の
現
状
分

析
と
農
林
業
所
得
を
現
在
の

町
村
第
３
位
を
ト
ッ
プ
に
す
る

施
策
展
開
を
図
る
べ
き
だ
が
。

答　

所
得
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、町

の
全
収
入
を
人
口
で
割
る
と

い
う
も
の
で
、所
得
の
水
準
を

表
す
も
の
で
は
な
い
。町
の
総

合
所
得
は
２
７
５
億
２
８
，

８
０
３
千
円
で
、県
下
で
第

２３
位
の
中
く
ら
い
の
順
位
で

あ
る
。県
民
所
得
ラ
ン
キ
ン
グ

は
第
３６
位
で
あ
り
、県
民
幸

福
度
は
第
５
位
で
あ
る
。こ
う

し
た
視
点
か
ら
の
町
づ
く
り

も
必
要
だ
。

『
教
育
委
員
会
制
度
改
革
』

問　

全
国
首
長
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と「
総
合
教
育
会
議
」

を
活
用
し
た
い
と
の
意
向
は

低
調
だ
。町
長
の
考
え
は
。

答　

町
全
体
の
教
育
の
問
題
、

義
務
教
育
の
み
な
ら
ず
、矢

部
高
の
問
題
な
ど
総
合
的
に

話
を
聞
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

『
山
都
町
南
西
部（
下

西
・
下
東
・
白
糸
第
三
）

の
地
域
振
興
』

問　

椎
葉
、矢
部
、砥
用
線
の

道
路
網
整
備
の
状
況
は
。

答　

柚
木
砥
用
線
は
美
里

町
の
協
力
の
も
と
改
良
を
進

め
て
い
る
。時
間
を
要
す
る
が

着
実
に
開
通
で
き
る
見
込
み
。

そ
の
他
に
つ
い
て
も
均
衡
あ

る
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て

い
く
。

問　

付
加
価
値
の
高
い
地
場

の
農
業
振
興
と
特
産
品
の
柚

子
と
酒
米
の
産
地
化
は
？

答　

柚
子
は
年
間
１
５
０
ｔ

生
産
さ
れ
て
お
り
、貴
重
な

収
入
源
。苗
木
の
更
新
や
ハ
ウ

ス
の
補
助
等
、６
次
産
業
化

に
向
け
支
援
し
て
い
き
た
い
。

山
田
錦
の
栽
培
は
県
内
で
も

藤川　憲治 議員

答　 道路網の整備や特産品の六次産業化に向けた振興を支援していきたい。

問　 山都町南西部（下西・下東・白糸第３）の地域振興策は?

ト
ッ
プ
。県
の
支
援
も
受
け
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

豊
か
な
自
然
環
境
を
活

か
し
た
振
興
策
は
？

答　

イ
チ
ゴ
農
家
と
ホ
テ
ル

と
の
連
携
、五
ヶ
瀬
ワ
イ
ン
と

本
町
酒
蔵
を
結
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー
、

緑
川
流
域
ロ
ン
グ
フ
ッ
ト
パ
ス

な
ど
農
業
を
絡
め
た
観
光
振

興
も
考
え
ら
れ
る
。観
光
資
源

開
発
に
努
め
て
い
く
。

問　

美
里
町
と
隣
接
す
る
こ

の
地
域
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
？

答　

石
橋
を
目
玉
に
し
た
観

光
開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て

美
里
町
長
と
も
話
を
し
て
い

る
。同
町
と
の
協
力
は
不
可

欠
。今
後
も
し
っ
か
り
と
連

携
を
深
め
て
い
く
。

九州脊梁の自然林

一　般　質　問
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
役
場 

議
会
事
務
局

〒
8
6
1
‐
3
5
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
6

1（
0
9
6
7
）7
2
‐
1
2
8
9

　

第
18
回
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
た
。熊
本
県
議
会
選
挙
は
、過

去
最
低
の
投
票
率
だ
っ
た
と
言
う
。上
益
城
郡
は
55
・
24
％
だ
っ
た

と
新
聞
紙
上
で
見
た
。最
近
は
地
方
議
会
の
あ
り
方
が
い
ろ
ん
な

場
面
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。議
員
に
な
っ
て
一
年
半
が
経
ち
、執
行

部
の
提
案
を
追
認
し
て
い
く
仕
事
に
無
力
感
を
感
じ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。た
だ
一
番
身
近
な
政

治
の
場
で
あ
る
町
議
会
で
、町
民

の
代
表
と
し
て
発
言
を
し
て
い
く

事
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て
い

る
。町
の
皆
さ
ん
に
、町
政
に
興
味

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
紙
面
作
り
を
心
が
け
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
吉
川
美
加
）

 

発
行
責
任
者

議　
　

長　

中
村
一
喜
男

 

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

吉
川　

美
加

副
委
員
長　

後
藤　

壽
廣

委　
　

員　

江
藤　
　

強

委　
　

員　

飯
星　

幹
治

同　意
　副町長の選任に関する同意案件と、教育長の任命に関する同意案件が提出され、いずれ
も賛成多数で可決しました。それぞれ平成27年4月1日に辞令が交付されました。

　「手話言語法（仮称）制定について国への意見書提出を願う陳情書」

〈陳 情 者〉　一般財団法人熊本県ろう者福祉協会　理事長　福島　哲美
〈陳情要旨〉　 手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子ども

が手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、手話を言語として普及、
研究することができる環境整備を目的とした「手話言語法(仮称)」の制定のた
め意見書の提出を求める。

〈審査結果〉　採択
〈審査意見〉　
　改正障害者基本法に「すべての障がい者は可能な
限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための
手段についての選択の機会が保障される」とあるよう
に、手話が音声言語と同等な言語であることを、社会
的に認識するために早期の法整備が必要である。

陳　情

教
育
長

　

藤
吉
勇
治
氏（
60
歳
）

　

前
職
は
教
員
。

　

最
後
は
蘇
陽
南
小
学
校
校
長

『
す
べ
て
は
子
ど
も
の
た
め
に
、そ

し
て
町
民
の
た
め
に
』を
モ
ッ
ト
ー

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

副
町
長

　

岡
本
哲
夫
氏（
60
歳
）

　

県
庁
を
三
月
に
退
職
。

　

最
後
は
県
立
大
学
事
務
局
長

山
都
町
は
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。役

場
が
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
存
在

に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※詳しい日程等については、議会事務局まで
お問い合わせください。（☎72-1289）

次の定例会は、

6月の予定です。
傍聴にお越しください。

編

後
集

記


